
　　　　　被覆肥料を用いた

水稲コシヒカリの全量基肥施肥法

1．試験のねらい

　　各種の肥効調節型肥料の開発によって全量基肥施肥による水稲の省力および安定生産が期待でき

　るようになった。そこでシグモイドタイプの窒素溶出特性をもっ被覆肥料を用いた全量基肥施肥法

　における水稲の窒素吸収特性を把握するとともに、それに応じた被覆肥料と速効性窒素肥料の適正

　な配合割合を検討し、より効率的な施肥法を確立する。

2．試験方法

　　平成3～5年にかけて農業試験場黒ボク土水田において、5月上旬移植のコシヒカリを対象とし

　た全量基肥栽培を行った。基肥窒素は速効性窒素（塩安）に被覆尿素肥料（L　P　S100タイプ）

　を粒状配合させて植代時に全層施用した。興合量は前者がO．2およびα3kg／aの2水準、後者が

　α4，0．5およびα6kg／aの3水準設定した。憤行分施区は基肥窒素O，4㎏／aキ追肥窒素とし

　て出穂前18日と穂揃い期に0．2kg／aずっ施用した。

’3．試験結果およぴ考察

　（1）L　P　S100タイプの被覆尿素は施肥後約50日（水稲の最高分けっ期頃）から窒素の溶出が始

　　まり成熟期まで継続した。その溶出特性は温度依存型であるため、平成5年のような低温条件で

　　は溶出速度が遅く溶出期間も長くなった（図一1）。

　（2）水稲の窒素吸収経過をみると、．最高分けっ期までは遠効性窒素施用量に応じて吸収量が高まっ

　　たが、それ以後はL　P　S100タイプの施用量に応じた吸収量増加が認められた。また、’慣行分

　　施区は移植後30日から最高分げつ期にかけての吸収割合が多かったの’に対して、全量基肥区で

　　は最高分けっ期から出穂期の吸収割合が多くなった（図一2）。

　（3）全量基肥区ではL　P　S100タイプの窒素溶出パターンと水稲の窒素吸収パタrンがおおむね

　　合致したことにより慣行分施区よりも窒素吸収量は増加した。施肥窒素の利用率の向上が推定で

　　き窒素の損失は低減され、施肥量を10～20％程度減肥しても憤行分施区と同等の窒素吸収量が

　　得られた（図一2，3）。

（4）全量基肥栽培においては水稲の初期生育量をやや少なめにしても、L　P　S100　タイプの肥効

　　により生育中～後半の生育量が多くなるので、有効茎歩合が高まり穂数は十分に確保できた。さ

　　・らに一穂籾数も増加しやすく、登熟歩合および千粒重がやや低下する場合もあったが収量は憤行

　　分施区に対して5～10％増収する傾向であった。また、施肥量を20％程度減肥した場合は、総

　　籾数の増加割合は低下するが登熟度は向上するので憤行分施区と同等以上の収量が維持できた

　　（表一1）。

（5）以上のことから遠効性窒素を0．2～σ．3kg／aとL　P　S100タイプを0．4kg／aの成分割

　　合で配合し、憤行施肥量よりも20％程度減肥して施用することで施肥の大幅な省力が可能と判

　　断し全量基肥施肥法に適用できると考えられた。

4．成果め要約

　　黒ボク土地帯の早期早植コシヒカリを対象にした全量基肥施肥法には、速効性窒素肥料とシグモ

　イドタイプの窒素溶出特性を示す被覆尿素（L　P　S100タイプ）を2～3：4の成分割合で配合

　し、20％程度減肥することが適当であった。これにより施肥の省力化を図りっっ追肥体系と同様の

施肥効果が得られるため、安定した収量および玄米晶質が維持できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　土壌肥料部　手塚俊介　黒磯分場　菊池清人）
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図一1 被覆肥料（L　P　S100タイブ）の窒素溶出特性

表一1 収量およぴ収量構成要素
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全量墓肥系列の処理区は「遼効性肥料十被覆尿素肥料」の窒素成分量（N：㎏／a）で表示
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図一2　水稲の窒素吸収量および吸収経過 図一3　施肥窒素利用率
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